
事前評価集計表

その他、質問・提言等　（活動指標、成果指標の設定の仕方について等）

●６次産業化促進事業において、加工拠点施設を必要としているため、その様な分野にターゲットを絞ってはどうか。
●十和田市は農畜産が盛んなので、それに対しての関連企業が立地できるようなPRはしているのか？
●誘致企業者との意見交換等は実施しているか。
●若い企業者が挑戦できるような企業立地の案内の方法はどうか。

効率性

●行政あるいは関連企業が情報を出し合い、情報があったら出向いて行って情報交換をしてはどうか。とにかく企業誘致
は、情報を取ることから始めていかないとなかなか難しいと思う。
●効率性を判断するには難しい事業である。
●効率性は高いと思われる。
●企業誘致支援大使をどのような観点で選考しているかを明確にし、不足の人選を早めにして事業の推進に役立てて欲し
い。
●企業誘致支援大使を活用して成果向上に繋げて欲しい。

公平性
●現在のやり方しかないと思う。
●市民対象ではなく、県外の企業対象であり、何を公平性と呼ぶかは難しい。
●全国に情報を発信し企業誘致を進めており、公平性については問題ない。

事業の方向性

☑さらに重点化を図る（３名）
●人口減少の中、誘致企業の誘致は必要不可欠である。十和田市の地形等からも良い土地だと思うので、その辺のＰＲ
をしながら誘致に力を入れてはどうか。
●市が久しぶりに誘致企業との調印を行ったことに対して、大きな賛辞を送りたい。今後も市の重要課題として取組んでも
らいたい。

□現状のまま継続

☑有効性を改善して継続（２名）
●誘致そのものが難しい事業であり、十和田市の魅力をどのように売り込むか、立地性などの問題点の克服など、十和田
市自体の自己点検が必要。マイナス面を越えるような長所が何か。日本のシリコンバレーではないが、何か魅力的なフ
レーズが必要。
●十和田の活性化のために活動は必要であるので、有効性を改善して今後も継続して欲しい。

☑効率性を改善して継続（１名）

□公平性を改善して継続

□事務事業の統廃合を図る

□休止

□廃止

事務事業名称 企業誘致推進事業

評価項目 指摘事項

妥当性

●行政が主体となり実施することは、対外的にも大変必要だと思う。ただ、行政だけに頼らず各企業や団体も色んな情報
などを出し合わないと簡単には誘致出来ないと思います。外部への委嘱・委託だけではなく誘致のための委員会等が必要
かも知れません。
●妥当性は高い。
●十和田市の発展には企業誘致は極めて重要課題であり、より積極的に推進していかなければならないことから、妥当で
ある。

有効性

●現状のやり方が有効かどうかとなると、この厳しい経済情勢の中で企業の誘致が可能かどうか何とも言えない。ただ、
十和田市では必要であるという意思表示だけはしていかないといけないと思う。
●有効性は実行されれば高い。
●企業誘致は市の活性化や雇用の創出を生み出すため有効性は高い。
●十和田の何の産業を盛り上げたいかターゲットを絞って誘致活動をした方が情報も集めやすいのではないか。


